
バ
ー
ゼ
ル
２
・
５
後
の
議
論

　

バ
ー
ゼ
ル
委
は
、
米
サ
ブ
プ
ラ
イ

ム
問
題
に
端
を
発
す
る
金
融
危
機
の

反
省
に
鑑
み
、
２
０
０
９
年
７
月
に

「
バ
ー
ゼ
ル
Ⅱ
の
枠
組
み
の
強
化
」

（
通
称
バ
ー
ゼ
ル
２
・
５
）
を
行
い
、

証
券
化
商
品
に
つ
い
て
、
再
証
券
化

商
品
の
リ
ス
ク
・
ウ
ェ
イ
ト（
Ｒ
Ｗ
）

引
上
げ
に
加
え
て
、
外
部
格
付
の
利

用
要
件
や
適
格
流
動
性
補
完
の
取
扱

い
の
厳
格
化
な
ど
応
急
的
な
修
正
を

講
じ
た
。
そ
の
後
、
11
年
か
ら
は
証

券
化
商
品
の
資
本
賦
課
の
枠
組
み
の

抜
本
的
な
見
直
し
に
着
手
し
た
。
そ

の
際
、
現
行
の
枠
組
み
（
バ
ー
ゼ
ル

Ⅱ
お
よ
び
２
・
５
）
の
大
き
な
問
題

点
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
次

の
点
で
あ
る
。

◦
外
部
格
付
に
機
械
的
に
依
存
し
て

い
る
点

●
高
格
付
・
再
証
券
化
商
品
に
対
す

る
Ｒ
Ｗ
が
低
く
、
リ
ス
ク
を
過
小
評

価
し
て
い
る
点

●
一
方
で
、
低
格
付
シ
ニ
ア
・
ト
ラ

ン
シ
ェ
（
優
先
持
分
）
に
対
す
る
Ｒ

Ｗ
が
高
く
、
リ
ス
ク
を
過
大
評
価
し

て
い
る
点

●
以
上
の
結
果
と
し
て
、
格
付
の
変

動
に
伴
っ
て
、
資
本
賦
課
が
急
激
に

増
加
・
減
少
す
る
点
（
い
わ
ゆ
る
ク

リ
フ
効
果
）

第
１
次
市
中
協
議
文
書

　

２
０
１
２
年
12
月
に
公
表
さ
れ
た

第
１
次
市
中
協
議
文
書
で
は
、
よ
り

保
守
的
な
資
本
賦
課
と
同
時
に
、
資

本
賦
課
の
計
算
方
式
の
リ
ス
ク
感
応

バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
（
バ
ー
ゼ
ル
委
）
は
、
２
０
１
４
年
12
月
11
日
、
証
券
化
商
品
の
資
本
賦
課

枠
組
み
の
見
直
し
に
関
す
る
最
終
規
則
文
書
を
公
表
し
た
。
２
度
に
わ
た
る
市
中
協
議
や
定
量
的
影
響
度

調
査
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
決
定
さ
れ
た
最
終
規
則
は
、
金
融
危
機
の
反
省
に
立
っ
て
、
資
本
賦
課
水
準
の

保
守
化
を
図
る
と
同
時
に
、
外
部
格
付
へ
の
機
械
的
な
依
存
の
回
避
や
資
本
賦
課
方
式
の
リ
ス
ク
感
応
度

の
向
上
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
の
経
緯
も
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
最
終

規
則
の
お
も
な
内
容
を
紹
介
し
た
い
（
本
稿
に
お
け
る
意
見
な
ど
は
執
筆
者
の
個
人
的
見
解
で
あ
り
、
必

ず
し
も
金
融
庁
、
日
本
銀
行
の
公
式
的
な
見
解
を
示
す
も
の
で
は
な
い
）。
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度
向
上
を
目
指
し
た
。
ト
ラ
ン
シ
ェ

の
厚
み
、
満
期
な
ど
現
行
の
枠
組
み

に
は
な
い
新
た
な
リ
ス
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
を
勘
案
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
計
算
手

法
が
提
案
さ
れ
た
（
注
１
）。
計
算
手

法
の
選
択
に
あ
た
っ
て
は
、
一
定
の

適
用
順
位
（
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
）
に
従

う
と
い
う
考
え
方
が
示
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
現
行
方
式
で
は
内
部
格
付

手
法
（
Ｉ
Ｒ
Ｂ
）
と
標
準
的
手
法

（
Ｓ
Ａ
）
と
の
間
で
計
算
手
法
等
に

違
い
が
あ
る
点
に
つ
い
て
も
、
極
力

共
通
し
た
扱
い
と
す
る
た
め
の
試
み

も
な
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、「
総

資
本
賦
課
キ
ャ
ッ
プ
や
、
優
先
持
分

（
シ
ニ
ア
・
ト
ラ
ン
シ
ェ
）
に
対
す

る
Ｒ
Ｗ
キ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
Ｉ
Ｒ
Ｂ

行
、
Ｓ
Ａ
行
双
方
に
極
力
適
用
（
い

ず
れ
も
詳
細
に
つ
い
て
は
後
述
）
す

る
」「
Ｒ
Ｗ
の
フ
ロ
ア
（
注
２
）
を
Ｉ

Ｒ
Ｂ
行
、
Ｓ
Ａ
行
で
同
一
に
す
る
」

「
外
部
格
付
準
拠
方
式
の
Ｒ
Ｗ
テ
ー

ブ
ル
は
Ｉ
Ｒ
Ｂ
行
、
Ｓ
Ａ
行
共
通
に

す
る
」
と
い
っ
た
考
え
方
が
提
示
さ

れ
た
。
各
項
目
の
詳
細
に
つ
い
て
は

そ
の
後
修
正
さ
れ
た
部
分
も
あ
る
が
、

大
き
な
考
え
方
は
最
終
規
則
で
も
維

持
さ
れ
て
い
る
。

　

第
１
次
市
中
協
議
文
書
に
対
し
、

市
中
か
ら
は
お
も
に
３
点
の
コ
メ
ン

ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。
１
点

目
は
、
Ｒ
Ｗ
水
準
が
過
度

に
保
守
的
で
あ
り
、
少
な

く
と
も
シ
ニ
ア
・
ト
ラ
ン

シ
ェ
の
Ｒ
Ｗ
は
引
き
下
げ

る
べ
き
、
と
の
意
見
で
あ

る
。

　

２
点
目
は
、
リ
ス
ク
感

応
度
の
高
い
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
計
算
手
法
（
指
定

関
数
方
式
お
よ
び
格
付
準

拠
方
式
）
の
利
用
条
件
が

厳
し
す
ぎ
る
と
い
う
意
見

で
あ
る
。
指
定
関
数
方
式

に
つ
い
て
は
、
裏
付
資
産

の
す
べ
て
に
内
部
格
付
手

法
（
Ｉ
Ｒ
Ｂ
）
に
よ
る
Ｐ

Ｄ
、
Ｌ
Ｇ
Ｄ
推
計
を
行
う

こ
と
が
必
須
と
い
う
点
や
、

格
付
準
拠
方
式
の
利
用
に

際
し
て
、
複
数
の
外
部
格

付
取
得
が
前
提
と
い
っ
た

点
に
懸
念
が
示
さ
れ
た
。

　

３
点
目
は
、
各
計
算
方

式
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い

る
モ
デ
ル
の
内
容
が
複
雑

す
ぎ
る
う
え
、
手
法
の
適

用
順
位
（
ヒ
エ
ラ
ル
キ

ー
）
に
関
す
る
考
え
方
が

わ
か
り
に
く
い
と
い
う
指

〔図表１〕 最終規則文書の全体像

最終規則文書現行の枠組み

第１順位
内部格付準拠方式（SEC-IRBA）内部格付手法

（ＩＲＢ）

標準的手法
（ＳＡ）

格付準拠方式
（ＩＲＢ行）

格付準拠方式
（ＳＡ行）

指定関数方式
（ＩＲＢデータ）

格付あり 格付なし

ＲＷ1,250％
（資本控除）

第２順位
外部格付準拠方式（SEC-ERBA）

第３順位
標準的手法準拠方式（SEC-SA）

ＳＡ行
ＩＲＢ行

現行の枠組みの問題点 最終規則文書での対応

��外部格付に機械的に依存 ��内部格付準拠方式（ルックスルー）を優先適用し、外部格付準拠方式を第
２順位、標準的手法準拠方式を第３順位に

��裏付資産の95％以上のＰＤ・ＬＧＤを推計できれば、内部格付準拠方式
を使用可能に

��外部格付準拠方式では、外部格付のみではなく、トランシェ満期やノンシ
ニア・トランシェの厚みをリスク計測に反映

��デューデリジェンスを行えない場合は、ＲＷを1,250％に

��高格付・再証券化商品に対す
るＲＷが低く、リスクを過小
評価

��ＲＷ水準はより保守的に調整し、フロアを15％とした
��再証券化商品には（保守的な）標準的手法準拠方式のみが適用され、ＲＷ
のフロアを100％に

��低格付シニアトランシェに対
するＲＷが高く、リスクを過
大評価

��キャップ適用範囲を拡大（①証券化前の総資本賦課、②シニアトランシェ
の場合は、裏付資産の平均ＲＷがキャップに）

��ＳＡ行が証券化した場合のＲＷは従来の1,250％ではなく、外部格付準
拠方式もしくは標準的手法準拠方式の適用が可能に
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摘
で
あ
る
。

第
２
次
市
中
協
議
文
書

　

こ
う
し
た
市
中
か
ら
の
意
見
に
加

え
、
第
１
次
定
量
的
影
響
度
調
査

（
Ｑ
Ｉ
Ｓ
）
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
再

度
議
論
を
重
ね
、
13
年
12
月
に
は
第

２
次
市
中
協
議
文
書
を
公
表
し
た
。

Ｒ
Ｗ
水
準
は
現
行
の
枠
組
み
に
比
べ

れ
ば
高
く
な
る
も
の
の
、
全
体
と
し

て
第
１
次
市
中
協
議
文
書
の
水
準
か

ら
は
引
き
下
げ
た
。
計
算
手
法
に
つ

い
て
は
、
三
つ
に
集
約
し
た
う
え
で
、

適
用
順
位
（
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
）
を
明

確
化
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
第
１
順

位
＝
内
部
格
付
準
拠
方
式
↓
第
２
順

位
＝
外
部
格
付
準
拠
方
式
↓
第
３
順

位
＝
標
準
的
手
法
準
拠
方
式
」
と
い

う
も
の
で
あ
り
、
背
景
に
あ
る
モ
デ

ル
も
簡
素
化
し
た
。

　

ま
た
、
内
部
格
付
準
拠
方
式
や
外

部
格
付
準
拠
方
式
の
利
用
条
件
も
緩

和
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
証
券
化

の
裏
付
資
産
が
、
Ｉ
Ｒ
Ｂ
推
計
が
可

能
な
裏
付
資
産
と
、（
Ｓ
Ａ
行
の
資

産
、
あ
る
い
は
他
国
の
資
産
で
あ
る

等
の
理
由
か
ら
）
Ｉ
Ｒ
Ｂ
推
計
が
で

き
な
い
裏
付
資
産
か
ら
成
る
「
混
合

プ
ー
ル
」
に
つ
い
て
も
、
Ｉ
Ｒ
Ｂ
推

計
が
可
能
な
部
分
に
は
内
部
格
付
準

拠
方
式
の
利
用
を
認
め
る
考
え
方
を

導
入
し
た
。
ま
た
、
外
部
格
付
準
拠

方
式
を
利
用
す
る
際
の
複
数
格
付
取

得
要
件
は
撤
廃
さ
れ
た
。

　

こ
の
第
２
次
市
中
協
議
文
書
に
対

す
る
市
中
の
反
応
を
み
る
と
、
全
体

的
な
修
正
の
方
向
に
つ
い
て
は
賛
同

し
つ
つ
も
、
内
部
格
付
準
拠
方
式
あ

る
い
は
標
準
的
手
法
準
拠
方
式
に
よ

る
計
算
が
で
き
な
い
部
分
が
一
部
あ

っ
て
も
、
そ
れ
ら
の
利
用
を
認
め
て

ほ
し
い
、と
の
声
が
聞
か
れ
た
。ま
た
、

満
期
に
関
し
て
も
、
内
部
格
付
準
拠

方
式
に
お
け
る
満
期
の
定
義
や
外
部

格
付
準
拠
方
式
の
Ｒ
Ｗ
水
準
に
お
け

る
満
期
の
考
慮
の
仕
方
の
双
方
に
つ

い
て
、
過
度
に
保
守
的
で
は
な
い
か

と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
が
聞
か
れ
た
。

　

こ
う
し
た
コ
メ
ン
ト
は
、
モ
デ
ル

に
よ
る
Ｒ
Ｗ
水
準
調
整
や
リ
ス
ク
感

応
度
に
影
響
す
る
も
の
で
あ
っ
た
た

め
、
第
２
次
定
量
的
影
響
度
調
査

（
Ｑ
Ｉ
Ｓ
）
の
結
果
を
ふ
ま
え
た
う

え
で
、
そ
の
他
の
技
術
的
な
論
点
に

つ
い
て
も
議
論
を
重
ね
、
最
終
規
則

を
確
定
し
た
。

最
終
規
則
文
書
の
ポ
イ
ン
ト

　

以
下
で
は
、
本
邦
金
融

機
関
に
関
連
す
る
部
分
が

大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
点

を
中
心
に
、
最
終
規
則
文

書
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

や
や
仔
細
に
述
べ
る
（
全

体
像
に
つ
い
て
は
図
表
１

を
参
照
）。

■
適
用
順
位
（
ヒ
エ
ラ
ル

キ
ー
）

⑴
内
部
格
付
準
拠
方
式

（S
E
C
-IR

B
A

）

　

ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
第
１
順

位
の
計
算
手
法
で
あ
り
、

第
２
次
市
中
協
議
か
ら
不

変
。
こ
の
方
式
の
適
用
は
、

当
局
に
よ
っ
て
Ｉ
Ｒ
Ｂ
手

法
の
利
用
が
承
認
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

Ｉ
Ｒ
Ｂ
推
計
で
き
る
部
分

が
裏
付
資
産
の
95
％
以
上

で
あ
れ
ば
本
方
式
の
利
用

が
可
能
で
あ
る
（「
混
合

プ
ー
ル
」、
Ｉ
Ｒ
Ｂ
推
計

で
き
な
い
部
分
に
つ
い
て

は
後
述
す
る
標
準
的
手
法

準
拠
方
式
に
よ
っ
て
計
算

す
る
）。

　

計
算
に
際
し
て
は
、

「
裏
付
資
産
の
信
用
度

〔図表２〕 内部格付準拠方式のイメージ

保有してい
るトランシェ

裏付資産
優先

劣後

証券化

信
用
補
完
水
準

ト
ラ
ン
シ
ェ
の
厚
み RW

トランシェの信用補完水準

1,250%

KIRB

KIRB、M、
LGD

トランシェの信用補完
水準・厚み、N
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（K
IR

B

）」「
ト
ラ
ン
シ
ェ
の
信
用
補

完
水
準
」（
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
・
ポ

イ
ン
ト
、
デ
ィ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
・
ポ

イ
ン
ト
、
い
ず
れ
も
後
述
）
に
加
え

て
、
当
局
指
定
の
算
式
に
よ
り
求
め

ら
れ
る
Ｐ
係
数
（
パ
ラ
メ
ー
タ
）
を

用
い
て
Ｒ
Ｗ
を
算
出
す
る
。K

IR
B

と

は
Ｉ
Ｒ
Ｂ
に
基
づ
い
て
算
出
さ
れ
る

裏
付
資
産
プ
ー
ル
の
所
要
資
本
額
を

裏
付
資
産
プ
ー
ル
の
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ

ャ
ー
額
で
除
し
た
比
率
で
あ
る
。
Ｐ

係
数
は
、「
ロ
ー
ン
の
数
」「K

IR
B

」

「
裏
付
資
産
の
回
収
不
能
率
」（
Ｌ

Ｇ
Ｄ
）「
ト
ラ
ン
シ
ェ
満
期
」

（M
T

）
の
四
つ
の
変
数
に
基
づ
き
、

裏
付
資
産
の
分
散
度
、
ト
ラ
ン
シ
ェ

の
順
位
（
シ
ニ
ア
／
ノ
ン
シ
ニ
ア
）、

さ
ら
に
は
取
引
の
種
類
（
リ
テ
ー
ル

／
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
）
の
違
い
を
ふ
ま

え
て
算
出
さ
れ
る
（
Ｒ
Ｗ
カ
ー
ブ
の

イ
メ
ー
ジ
に
つ
き
図
表
２
参
照
）。

技
術
的
な
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

⑵
外
部
格
付
準
拠
方
式
（S

E
C
-

E
R
B
A

）

　

ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
第
２
順
位
の
計
算

手
法
。
短
期
商
品
の
Ｒ
Ｗ
テ
ー
ブ
ル

は
現
行
方
式
で
Ｓ
Ａ
行
に
認
め
ら
れ

た
も
の
と
同
じ
よ
う
に
簡
素
な
も
の

と
し
た
。
長
期
商
品
の
Ｒ
Ｗ
テ
ー
ブ

ル
は
、「
外
部
格
付
（
あ
る
い
は
推

定
格
付
）」
だ
け
で
は
な
く
、「
シ
ニ

ア
／
ノ
ン
シ
ニ
ア
の
区
別
」「
ト
ラ

ン
シ
ェ
満
期
（M

T

）」「（
ノ
ン
シ
ニ

ア
の
場
合
）
ト
ラ
ン
シ
ェ
の
厚
み

（
Ｔ
）」
と
い
っ
た
リ
ス
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
を
勘
案
す
る
こ
と
で
、
外
部
格

付
に
機
械
的
に
依
存
し
た
枠
組
み
か

ら
の
改
善
を
行
っ
た
（
図
表
３
）。

　

な
お
、
長
期
の
Ｒ
Ｗ
テ
ー
ブ
ル
は

１
年
と
５
年
の
み
が
示
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
間
の
期
間
に
つ
い
て
は
１
年
と

５
年
の
Ｒ
Ｗ
水
準
を
線
形
補
完
し
て

①
証
券
化
の
裏
付
資
産
が
「
リ
テ
ー

ル
資
産
」
と
「
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
資

産
」
の
合
成
（
ど
ち
ら
の
裏
付
資
産

も
Ｉ
Ｒ
Ｂ
推
計
可
能
）
で
あ
る
場
合

に
は
、
リ
テ
ー
ル
／
ホ
ー
ル
セ
ー
ル

に
分
け
て
各
々
Ｐ
を
算
出
し
、
金
額

で
按
分
し
て
合
成
Ｐ
を
計
算
す
る
。

②
特
別
目
的
会
社
（
Ｓ
Ｐ
Ｅ
）
が
金

利
ス
ワ
ッ
プ
な
ど
を
組
ん
で
い
る
場

合
、
ス
ワ
ッ
プ
の
取
引
相
手
の
信
用

低
下
に
伴
う
手
当
て
（
注
３
）
が
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
当
局
に
説
明
で

き
れ
ば
追
加
資
本
賦
課
は
課
せ
ら
れ

な
い
。
手
当
て
が
な
さ
れ
て
い
な
い

場
合
に
は
、K

IR
B

を
計
算
す
る
と
き

に
分
子
に
取
引
相
手
先
の
信
用
リ
ス

ク
分
を
加
算
し
て
計
算
す
る
必
要
が

生
じ
る
。

③
現
行
の
枠
組
み
で
Ｉ
Ｒ
Ｂ
行
に
認

め
ら
れ
て
い
る
購
入
売
掛
債
権
の
取

扱
い
（
裏
付
資
産
を
一
つ
の
プ
ー
ル

と
し
て
Ｐ
Ｄ
を
推
計
し
た
う
え
で
、

Ｌ
Ｇ
Ｄ
を
１
０
０
％
と
し
た
保
守
的

な
取
扱
い
を
行
う
、
い
わ
ゆ
る
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
・
ア
プ
ロ
ー
チ
）
に
つ
い

て
、
証
券
化
商
品
に
も
適
用
で
き
る

よ
う
明
確
化
し
た
。
同
ア
プ
ロ
ー
チ

の
利
用
は
、
売
掛
債
権
だ
け
で
な
く
、

幅
広
い
資
産
に
対
し
て
も
認
め
る
こ

と
と
し
た
。

④
希
薄
化
リ
ス
ク
（
欠
陥
品
を
売
掛

先
が
製
造
元
企
業
に
返
品
す
る
な
ど

し
た
結
果
、
売
掛
債
権
の
額
が
当
初

よ
り
減
少
す
る
リ
ス
ク
）
の
対
応
方

法
の
明
確
化
を
図
っ
た
。
基
本
的
な

考
え
方
は
、
裏
付
資
産
の
デ
フ
ォ
ル

ト
リ
ス
ク
と
希
薄
化
リ
ス
ク
に
関
す

る
所
要
自
己
資
本
を
各
々
計
算
し
た

う
え
で
加
算
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
た
だ
し
、
国
に
よ
っ
て
商
品
の

仕
組
み
が
異
な
る
可
能
性
を
ふ
ま
え

て
、
複
雑
な
仕
組
み
（
配
当
順
位
が

デ
フ
ォ
ル
ト
リ
ス
ク
と
希
薄
化
リ
ス

ク
と
で
異
な
る
等
）
の
証
券
化
商
品

に
つ
い
て
は
、
当
局
と
相
談
し
て
取

扱
い
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

〔図表３〕 外部格付準拠方式のＲＷ（長期、一部抜粋）
シニア･トランシェ ノンシニア･トランシェ

外部格付＼満期 １年 ５年 １年 ５年

ＡＡＡ 15% 20% 15% 70%

ＡＡ 25% 40% 30% 120%

ＢＢＢ 90% 105% 220% 310%

ＢＢ 160% 180% 620% 760%

ＣＣＣ 460% 505% 1,250% 1,250%
（注）　２、３、４年のＲＷについては、満期を１～５年の間で線形補完して算出する。

金融財政事情 2015． 3． 233



Ｒ
Ｗ
を
計
算
す
る
。
ま
た
、
ノ
ン
シ

ニ
ア
の
場
合
、「
Ｒ
Ｗ
テ
ー
ブ
ル
で

満
期
を
線
形
補
完
し
た
水
準
」
に

「
１

－

ト
ラ
ン
シ
ェ
の
厚
み
」
を
掛

け
合
わ
せ
た
も
の
が
Ｒ
Ｗ
水
準
と
な

る
。
推
定
格
付
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

格
付
を
有
す
る
ト
ラ
ン
シ
ェ
と
同
順

位
、
あ
る
い
は
上
位
ト
ラ
ン
シ
ェ
に

つ
い
て
認
め
ら
れ
る
と
い
う
現
行
の

扱
い
を
維
持
し
た
。

　

な
お
、
第
２
次
Ｑ
Ｉ
Ｓ
で
、
期
間

の
長
い
ト
ラ
ン
シ
ェ
の
Ｒ
Ｗ
が
他
の

計
算
手
法
に
比
べ
て
高
め
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
た
め
、
５
年
の
Ｒ
Ｗ

の
水
準
を
引
き
下
げ
た
（
注
４
）。

⑶
標
準
的
手
法
準
拠
方
式
（S

E
C
-

S
A

）

　

ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
第
３
順
位
の
計

算
手
法
。「
裏
付
資
産
の
信
用
度

（K
SA

）」「
裏
付
資
産
の
90
日
以
上

延
滞
率
（
Ｗ
）」
を
用
い
て
計
算
す

る
。K

SA

と
は
、
裏
付
資
産
エ
ク
ス

ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
加
重
平
均
さ
れ
た
資

本
賦
課
で
あ
り
、
裏
付
資
産
エ
ク
ス

ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
合
計
数
に
対
し
て
標

準
的
手
法
に
基
づ
い
て
資
本
賦
課
額

を
算
定
し
、
さ
ら
に
８
％
を
乗
じ
た

額
と
し
て
算
定
さ
れ
る
。
証
券
化
商

品
の
一
部
で
も
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン

ス
が
不
十
分
な
場
合
、
ト
ラ
ン
シ
ェ

全
体
の
Ｒ
Ｗ
は
１
２
５
０
％
と
な
る
。

た
だ
し
、
延
滞
率
は
捕
捉
で
き
る
も

の
の
90
日
以
上
延
滞
率
が
不
明
の
割

合
が
全
体
の
５
％
以
下
で
あ
れ
ば
、

不
明
部
分
を
１
２
５
０
％
と
し
た
う

え
で
こ
の
計
算
手
法
利
用
は
認
め
ら

れ
る
。
計
算
式
の
考
え
方
は
前
述
の

内
部
格
付
準
拠
方
式
と
同
じ
だ
が
、

Ｐ
係
数
は
１
で
固
定
さ
れ
て
い
る
う

え
、
Ｐ
Ｄ
・
Ｌ
Ｇ
Ｄ
推
計
の
利
用
が

認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、

リ
ス
ク
感
応
度
は
よ
り
低
い
。
特
別

目
的
会
社
（
Ｓ
Ｐ
Ｅ
）
が
金
利
ス
ワ

ッ
プ
等
に
取
り
組
ん
だ
場
合
の
扱
い

は
前
述
の
内
部
格
付
準
拠
方
式
と
同

じ
で
あ
る
。

■
そ
の
他
の
お
も
な
特
徴

⑴
再
証
券
化
商
品

　

証
券
化
商
品
の
認
定
に
お
い
て
は
、

実
質
的
な
リ
ス
ク
移
転
と
ト
ラ
ン
チ

ン
グ
（
優
先
と
劣
後
の
切
り
分
け
）

の
有
無
が
判
断
基
準
と
な
る
。
一
方
、

リ
ト
ラ
ン
チ
さ
れ
た
証
券
化
商
品
の

裏
付
資
産
プ
ー
ル
に
証
券
化
商
品
が

含
ま
れ
て
い
た
場
合
は
再
証
券
化
商

品
と
な
る
。
た
だ
し
、
リ
ト
ラ
ン
チ

し
た
証
券
化
商
品
の
裏
付
資
産
プ
ー

ル
が
、
証
券
化
商
品
を
含
ま
な
い
資

産
の
み
で
構
成
さ
れ
る
と
銀
行
が
立

証
で
き
る
場
合
に
は
再
証
券
化
商
品

と
は
み
な
さ
れ
な
い
扱
い
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
再
証
券
化
商
品
に
つ
い
て

は
、
そ
の
複
雑
な
仕
組
み
が
危
機
の

際
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
経
験
を

ふ
ま
え
て
、
バ
ー
ゼ
ル
２
・
５
で
応

急
的
措
置
と
し
て
証
券
化
商
品
に
比

べ
て
厳
し
い
扱
い
と
し
て
い
た
。
最

終
規
則
で
は
、
資
本
賦
課
計
算
に
あ

た
っ
て
利
用
が
認
め
ら
れ
る
の
は
標

準
的
手
法
準
拠
方
式
の
み
と
し
た
。

そ
の
際
、
裏
付
資
産
のK

SA

は
「
証

券
化
部
分
」
と
「
証
券
化
以
外
の
部

分
」
に
分
け
、「
証
券
化
部
分
」
に

つ
い
て
は
Ｗ
（
90
日
以
上
延
滞
）
を

ゼ
ロ
と
し
、「
証
券
化
以
外
の
部

分
」
に
つ
い
て
は
計
測
し
た
Ｗ
を
用

い
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
、
金
額

で
按
分
し
てK

SA

を
計
算
し
、
当
局

係
数
（
Ｐ=

１
・
５
）
を
用
い
る
。

Ｒ
Ｗ
の
フ
ロ
ア
は
１
０
０
％
と
し
、

後
述
の
キ
ャ
ッ
プ
は
再
証
券
化
商
品

に
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

⑵
ト
ラ
ン
シ
ェ
満
期

　

最
短
期
間
が
１
年
、
最
長
期
間
が

５
年
と
い
う
点
は
現
行
の
枠
組
み
と

同
じ
。
最
終
規
則
で
は
、
⒜
加
重
平

均
契
約
満
期
、
⒝
最
終
法
定
満
期
を

使
っ
た
計
算
式
か
ら
得
ら
れ
る
期
間
、

の
い
ず
れ
か
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。

⒝
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
市
中
か

ら
の
コ
メ
ン
ト
を
受
け
て
、
第
２
次

Ｑ
Ｉ
Ｓ
の
結
果
を
参
考
に
、
最
終
法

定
満
期
を
一
定
程
度
割
り
引
く
扱
い

を
認
め
る
こ
と
と
し
た
（
注
５
）。
市

中
か
ら
は
、
裏
付
資
産
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
満
期
が
決
ま
る
場
合
、

「
期
限
前
償
還
な
し
、
デ
フ
ォ
ル
ト

な
し
」
と
い
う
前
提
の
も
と
で
計
算

し
た
結
果
を
適
用
し
た
い
と
の
声
も

聞
か
れ
た
が
、
第
２
次
Ｑ
Ｉ
Ｓ
を
通

じ
て
、
実
際
に
は
適
切
に
計
算
が
で

き
な
い
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
最
終
規
則
に

は
反
映
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
。

⑶
早
期
償
還
条
項
付
の
証
券
化
商
品

の
取
扱
い

　

リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
型
債
権
が
含
ま
れ

る
早
期
償
還
条
項
付
の
証
券
化
商
品

が
対
象
。「
早
期
償
還
事
項
」（
ト
リ

ガ
ー
）
が
投
資
家
を
守
る
た
め
に
設

計
さ
れ
て
い
る
場
合
、
ト
リ
ガ
ー
に

抵
触
す
る
と
オ
リ
ジ
ネ
ー
タ
ー
の
投

資
家
に
対
す
る
劣
後
性
が
強
ま
る
。

そ
の
場
合
、
最
終
規
則
で
は
、
リ
ス

ク
移
転
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い

と
の
考
え
方
に
立
ち
、
資
本
賦
課
計

算
上
は
証
券
化
商
品
と
は
み
な
さ
ず
、

オ
リ
ジ
ネ
ー
タ
ー
は
オ
ン
バ
ラ
ン
ス

商
品
と
し
て
資
本
賦
課
を
計
算
す
る

扱
い
と
し
た
。
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⑷
裏
付
資
産
に
個
別
引
当
て
を
行
っ

た
場
合
の
取
扱
い

　

オ
リ
ジ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
れ
ば
、
証

券
化
商
品
の
資
本
賦
課
計
算
時
に
Ｒ

Ｗ
が
１
２
５
０
％
と
な
っ
た
エ
ク
ス

ポ
ー
ジ
ャ
ー
に
限
り
、
裏
付
資
産
に

対
す
る
個
別
引
当
額
を
裏
付
資
産
の

額
か
ら
差
し
引
く
こ
と
を
認
め
る
扱

い
。
内
部
格
付
準
拠
方
式
や
標
準
的

手
法
準
拠
方
式
で
は
ア
タ
ッ
チ
メ
ン

ト
・
ポ
イ
ン
ト
（
Ａ
Ｐ
）
で
調
整
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
実
務

上
は
外
部
格
付
準
拠
方
式
に
関
す
る

取
扱
い
。
も
ち
ろ
ん
、
証
券
化
後
に

引
当
金
を
積
む
ケ
ー
ス
で
は
、
当
該

引
当
金
を
勘
案
す
る
こ
と
が
可
能
。

⑸
重
複
す
る
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー

（
と
く
に
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
）
の
取
扱

い「
一
つ
の
証
券
化
商
品
に
対
し
て
、

銀
行
が
複
数
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
（
た

と
え
ば
流
動
性
補
完
と
信
用
補
完
）

を
供
与
し
て
い
る
場
合
に
、
重
複
し

て
い
て
も
１
０
０
％
を
超
え
な
い
範

囲
で
保
守
的
に
取
り
扱
う
」
と
し
た
。

例
と
し
て
は
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
設
定
す
る
際
に
、
銀
行
が
「
プ

ロ
グ
ラ
ム
へ
の
組
入
資
産
に
関
す
る

流
動
性
補
完
」
と
「
流
動
性
補
完
が

発
動
さ
れ
な
い
場
合
に
備
え
た
信
用

補
完
（
買
取
保
証
）」
を
付
け
る
ケ

ー
ス
が
対
象
と
な
る
。
フ
ァ
シ
リ
テ

ィ
供
与
も
証
券
化
商
品
と
し
て
資
本

賦
課
の
対
象
に
な
る
が
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｐ

は
前
述
の
再
証
券
化
商
品
に
該
当
す

る
た
め
、
信
用
補
完
に
対
す
る
資
本

賦
課
は
流
動
性
補
完
の
そ
れ
と
比
べ

て
高
く
な
る
。
そ
こ
で
、
流
動
性
補

完
を
保
守
的
に
み
て
、「
流
動
性
補

完
が
た
と
え
１
０
０
％
付
い
て
い
な

く
て
も
、
１
０
０
％
備
わ
っ
た
も
の

と
し
て
保
守
的
に
資
本
賦
課
を
計
算

す
れ
ば
、
信
用
補
完
に
関
す
る
資
本

賦
課
は
す
べ
て
１
０
０
％
を
超
え
る

の
で
、
勘
案
不
要
」
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

⑹
ト
ラ
ン
シ
ェ
の
信
用
補
完
水
準

（
Ａ
Ｐ
、
Ｄ
Ｐ
）
の
計
算
方
式

　

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
・
ポ
イ
ン
ト

（
Ａ
Ｐ
）
と
は
、
保
有
す
る
証
券
化

エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
よ
り
先
に
損
失

が
割
り
当
て
ら
れ
る
境
界
を
示
し
て

お
り
、
具
体
的
に
は
「（
裏
付
資
産

の
元
本
総
額

－

保
有
す
る
証
券
化
エ

ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
を
含
む
ト
ラ
ン
シ

ェ
よ
り
シ
ニ
ア
、
ま
た
は
同
等
の
ト

ラ
ン
シ
ェ
の
元
本
総
額
）
／
（
裏
付

資
産
の
元
本
総
額
）」
で
計
算
さ
れ

る
。
デ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
・
ポ
イ
ン
ト

（
Ｄ
Ｐ
）
は
、
証
券
化
エ
ク
ス
ポ
ー

ジ
ャ
ー
に
割
り
当
て
ら
れ
た
損
失
が

ト
ラ
ン
シ
ェ
の
元
本
全
体
に
及
ぶ
境

界
で
あ
り
、「（
裏
付
資
産
の
元
本
総

額

－

保
有
す
る
証
券
化
エ
ク
ス
ポ
ー

ジ
ャ
ー
を
含
む
ト
ラ
ン
シ
ェ
よ
り
シ

ニ
ア
の
ト
ラ
ン
シ
ェ
の
元
本
総
額
）

／（
裏
付
資
産
の
元
本
総
額
）」で
計

算
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
超
過
担
保
や
損
失
吸
収
力

の
あ
る
調
達
済
準
備
金
は
ト
ラ
ン
シ

ェ
や
裏
付
資
産
の
計
算
に
含
め
る
が
、

そ
れ
以
外
は
ト
ラ
ン
シ
ェ
や
裏
付
資

産
に
含
め
な
い
こ
と
と
し
た
。

⑺
各
種
キ
ャ
ッ
プ

「
シ
ニ
ア
・
ト
ラ
ン
シ
ェ
の
Ｒ
Ｗ
キ

ャ
ッ
プ
」
は
、
裏
付
資
産
を
ル
ッ
ク

ス
ル
ー
で
き
る
場
合
、
シ
ニ
ア
・
ト

ラ
ン
シ
ェ
の
Ｒ
Ｗ
上
限
を
裏
付
資
産

の
平
均
Ｒ
Ｗ
と
す
る
も
の
。
現
行
方

式
で
は
、
Ｓ
Ａ
行
が
保
有
す
る
無
格

付
の
証
券
化
商
品
の
シ
ニ
ア
・
ト
ラ

ン
シ
ェ
に
対
し
て
の
み
認
め
て
い
た

が
、
最
終
規
則
で
は
Ｉ
Ｒ
Ｂ
行
に
も

認
め
る
こ
と
と
し
た
。
内
部
格
付
準

拠
手
法
で
は
Ｉ
Ｒ
Ｂ
推
計
で
き
る
部

分
に
つ
い
て
は
Ｉ
Ｒ
Ｂ
の
Ｒ
Ｗ
を
用

い
る
が
、
Ｉ
Ｒ
Ｂ
推
計
で
き
な
い
部

分
は
Ｓ
Ａ
の
Ｒ
Ｗ
を
用
い
る
。
外
部

格
付
準
拠
方
式
や
標
準
的
手
法
準
拠

方
式
を
用
い
る
と
き
に
は
、
裏
付
資

産
の
Ｒ
Ｗ
は
す
べ
て
Ｓ
Ａ
の
Ｒ
Ｗ
を

用
い
て
計
算
す
る
。
Ｒ
Ｗ
キ
ャ
ッ
プ

は
、
フ
ロ
ア
水
準
で
あ
る
15
％
よ
り

優
先
し
て
適
用
さ
れ
る
。

「
総
資
本
賦
課
キ
ャ
ッ
プ
」
は
、
証

券
化
前
後
で
所
要
自
己
資
本
は
変
わ

ら
な
い
と
す
る
考
え
方
。
現
行
方
式

で
は
Ｉ
Ｒ
Ｂ
行
に
対
し
て
の
み
認
め

ら
れ
て
い
る
が
、
最
終
規
則
で
は
、

Ｓ
Ａ
行
で
あ
っ
て
も
当
該
証
券
化
商

品
の
情
報
が
十
分
に
入
手
可
能
な
、

オ
リ
ジ
ネ
ー
タ
ー
や
ス
ポ
ン
サ
ー
に

は
認
め
る
こ
と
に
し
た
。
投
資
家
に

つ
い
て
は
十
分
な
リ
ス
ク
分
析
が
で

き
な
い
も
の
と
し
て
適
用
対
象
外
と

し
た
。

「
プ
ロ
ラ
タ
・
キ
ャ
ッ
プ
」
は
、
銀

行
が
一
つ
の
証
券
化
商
品
で
複
数
の

ト
ラ
ン
シ
ェ
を
保
有
す
る
場
合
、
当

該
銀
行
の
保
有
割
合
「
保
有
額
／
同

一
ト
ラ
ン
シ
ェ
総
額
」
の
う
ち
、
最

大
割
合
を
裏
付
資
産
の
総
資
本
賦
課

に
乗
じ
る
こ
と
に
よ
り
資
本
賦
課
総

額
を
計
算
し
、
総
資
本
賦
課
キ
ャ
ッ

プ
に
代
替
し
て
取
扱
う
も
の
。
た
と

え
ば
、
優
先
50
、
劣
後
50
か
ら
成
る

計
１
０
０
の
証
券
化
商
品
が
あ
る
と

仮
定
し
、
あ
る
銀
行
が
優
先
20
、
劣

後
を
10
保
有
し
て
い
る
場
合
の
プ
ロ

ラ
タ
・
キ
ャ
ッ
プ
は
次
の
と
お
り
。
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優
先
部
分
の
保
有
割
合
は
40
％
、
劣

後
部
分
の
保
有
割
合
は
20
％
な
の
で
、

最
大
割
合
の
40
％
に
総
資
本
賦
課
キ

ャ
ッ
プ
を
乗
じ
た
も
の
が
、
こ
の
銀

行
の
プ
ロ
ラ
タ
・
キ
ャ
ッ
プ
に
な
る
。

こ
の
扱
い
は
、
オ
リ
ジ
ネ
ー
タ
ー
が

リ
ス
ク
・
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
時
に
複
数

の
ト
ラ
ン
シ
ェ
を
保
有
し
て
い
る
と

き
な
ど
で
、
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

⑻
信
用
リ
ス
ク
削
減
効
果
（
Ｃ
Ｒ

Ｍ
）

　

銀
行
が
ト
ラ
ン
シ
ェ
の
す
べ
て
、

あ
る
い
は
一
定
割
合
に
保
証
を
提
供

し
た
場
合
、
当
該
ト
ラ
ン
シ
ェ
を
購

入
し
た
も
の
と
し
て
証
券
化
の
枠
組

み
で
資
本
賦
課
を
計
算
す
る
。
一
方
、

保
証
付
の
証
券
化
商
品
を
購
入
し
た

銀
行
は
Ｃ
Ｒ
Ｍ
の
枠
組
み
に
沿
っ
て
、

保
証
を
提
供
し
た
銀
行
の
Ｒ
Ｗ
に
応

じ
た
資
本
賦
課
を
計
算
す
る
こ
と
に

な
る
。

今
後
の
見
通
し

　

最
終
規
則
は
18
年
１
月
か
ら
実
施

さ
れ
る
。「
資
本
賦
課
を
計
算
す
る

際
に
必
要
と
な
る
情
報
収
集
や
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
時
間
が
相
応
に
か
か

る
」
と
の
声
も
ふ
ま
え
て
、
第
２
次

市
中
協
議
時
点
ま
で
の
段
階
で
念
頭

に
お
か
れ
て
い
た
17
年
初
か
ら
１
年

延
期
し
た
。

　

な
お
、
現
在
、
バ
ー
ゼ
ル
委
お
よ

び
証
券
監
督
者
国
際
機
構
（
Ｉ
Ｏ
Ｓ

Ｃ
Ｏ
）
の
共
同
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

（Task F
orce on S

ecuritisation 
M

arkets

）
で
は
、
証
券
化
市
場
を

再
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
を
企
図
し
て
、

「
簡
素
で
、
透
明
性
が
高
く
、
比
較

可
能
な
（Sim

ple, Transparent, 
and C

om
parable

＝ST
C

）
証
券

化
商
品
」
の
要
件
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
て
い
る
（
注
６
）。
こ
の
検
討
は
、

こ
れ
ま
で
資
本
賦
課
の
議
論
と
は
切

り
離
し
て
行
わ
れ
て
き
た
が
、
資
本

賦
課
の
枠
組
み
へ
の
織
り
込
み
方
に

つ
い
て
、
15
年
か
ら
バ
ー
ゼ
ル
委
で

検
討
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

（
注
）１　

計
算
手
法
と
し
て
示
さ
れ
た
の

は
、
ⅰ
内
部
格
付
手
法
（
Ｉ
Ｒ
Ｂ
）

を
採
用
し
て
い
る
銀
行
の
み
が
利
用

可
能
な
指
定
関
数
方
式
、
ⅱ
外
部
格

付
準
拠
方
式
、
ⅲ
標
準
的
手
法
（
Ｓ

Ａ
）
採
用
行
を
念
頭
に
お
い
た
簡
易

指
定
関
数
方
式
、
ⅳ
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

集
中
レ
シ
オ
、
の
四
つ
。
い
ず
れ
の

方
法
で
も
計
算
で
き
な
い
場
合
の
Ｒ

Ｗ
は
１
２
５
０
％
（
自
己
資
本
控
除

扱
い
）
と
な
る
。

２　

現
行
の
枠
組
み
で
は
Ｉ
Ｒ
Ｂ
行

7
％
、
Ｓ
Ａ
行
20
％
。
最
終
規
則
で

は
と
も
に
15
％
と
な
っ
た
。

３　

た
と
え
ば
、
取
引
相
手
の
変
更
、

現
金
準
備
金
を
用
意
す
る
、
な
ど
の

方
法
。

４　

１
年
の
Ｒ
Ｗ
水
準
は
第
２
次
市

中
協
議
文
書
で
示
し
た
水
準
と
同
じ

だ
が
、
５
年
の
各
水
準
は
高
格
付
の

も
の
で
小
幅
（
５
〜
10
％
）、
低
格

付
の
も
の
で
大
き
く
（
25
〜
80
％
）

引
き
下
げ
た
。

５　

具
体
的
に
は
、ト

ラ
ン
シ
ェ
満

期

（M

 T

）
＝１

＋

﹇最
終
法
定
満

期

（M

 L

）－
１

﹈×
  80％

で
計
算
。

６　

２
０
１
４
年
12
月
11
日
に
市
中

協
議
文
書
が
公
表
さ
れ
、
２
月
13
日

ま
で
の
期
間
で
市
中
協
議
が
行
わ
れ

た
。

て
ら
む
ら　

と
も
よ
し

日
本
債
券
信
用
銀
行
（
現
あ
お
ぞ
ら

銀
行
）
等
を
経
て
10
年
金
融
庁
入

庁
。
同
年
1
月
か
ら
現
職
。

み
ね
ぎ
し　

ま
こ
と

94
年
日
本
銀
行
入
行
。
調
査
統
計

局
、
企
画
局
な
ど
を
経
て
、
14
年
６

月
か
ら
現
職
。
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